
10

20

JP 3248528 U 2024.9.19

(19)日本国特許庁(JP) (12)登録実用新案公報(U) (11)登録番号　　
実用新案登録第3248528号

(U3248528)
(24)登録日　令和6年9月19日(2024.9.19)(45)発行日　令和6年9月30日(2024.9.30)

(54)【考案の名称】　線香

(51)国際特許分類
　   Ａ６１Ｋ 8/98 (2006.01)
　   Ａ６１Ｋ 8/73 (2006.01)
　   Ａ６１Ｑ 13/00 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ６１Ｋ 8/98 　　　　 　　　
　Ａ６１Ｋ 8/73 　　　　 　　　
　Ａ６１Ｑ 13/00 ２０１ 　　　

(21)出願番号　 実願2024-2569(U2024-2569)
(22)出願日　 令和6年8月1日(2024.8.1)
　新規性喪失の例外適用申請有り  

(73)実用新案権者　591190494
株式会社富士見養蜂園
埼玉県志木市下宗岡４丁目２９番１７号

(74)代理人　 110001184
弁理士法人むつきパートナーズ

(74)代理人　 100104396
弁理士　新井  信昭

(72)考案者　 角田  陽介
埼玉県志木市下宗岡４丁目２９番１７号  
株式会社富士見養蜂園内

(57)【要約】
【課題】  プロポリス残渣の有効利用により環境負荷を 
軽減でき、併せて芳香のバリエーションを増やして需要 
に応じることのできる線香を提供する。
【解決手段】  植物の粉、香原料及び水を含む材料が練 
られて棒状に成形され着火により薫煙される線香におい 
て、香原料にプロポリス残渣が含まれていることを特徴 
とする。これまで廃棄されていたプロポリス残渣を線香 
の材料に転換利用するので環境負荷の軽減に寄与する。 
さらに、線香燃焼時のプロポリス残渣から放たれる芳香 
（香り）が線香のバリエーションを増加する。
【選択図】図３
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 植 物 の 粉 、 香 原 料 及 び 水 を 含 む 材 料 が 練 ら れ て 棒 状 に 成 形 さ れ 着 火 に よ り 薫 煙 さ れ る 線  
香 に お い て 、 香 原 料 に プ ロ ポ リ ス 残 渣 が 含 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 線 香 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ の 線 香 に お い て 、 新 た に 加 え た 適 量 の セ ル ロ ー ス 粉 末 が 含 ま れ て い る こ と を 特  
徴 と す る 線 香 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 線 香 に 係 る 技 術 分 野 に 属 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 線 香 は 、 通 常 、 木 の 枝 、 皮 、 さ ら に 葉 等 を 粉 末 に し た も の に 香 料 を 加 え 練 り 合 わ せ て 、  
細 い 棒 状 に 成 型 し て 乾 燥 さ せ た も の で 、 燻 煙 に よ っ て 芳 香 を 発 生 さ せ て 使 用 す る 。 そ の 燻  
煙 に よ っ て 発 生 す る 芳 香 に 着 目 し 、 仏 事 に 用 い る だ け で な く 、 嗅 覚 を 刺 激 す る こ と で リ ラ  
ク ゼ ー シ ョ ン や ヒ ー リ ン グ 等 の 目 的 で 多 様 な 香 り を 有 す る 室 内 用 の 線 香 も 製 造 さ れ て い る  
（ た と え ば 特 許 文 献 １ ～ ４ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 ミ ツ バ チ （ 蜜 蜂 ） が 作 り 出 す も の の 中 に プ ロ ポ リ ス が あ る 。 プ ロ ポ リ ス は 抗  
菌 、 抗 ウ ィ ル ス 、 抗 炎 症 、 抗 酸 化 、 免 疫 調 節 剤 と し て 利 用 さ れ る 他 、 防 腐 剤 や 殺 菌 剤 と し  
て 利 用 さ れ て き た （ 特 許 文 献 ５ ） 。 現 在 も 、 プ ロ ポ リ ス の 原 塊 か ら 有 効 成 分 を 抽 出 す る 方  
法 や 、 プ ロ ポ リ ス 自 体 の 薬 理 効 果 の 研 究 が 進 め ら れ て い る 。 他 方 で 、 線 香 に つ い て も 研 究  
が 進 め ら れ た 結 果 、 目 的 に 合 わ せ 様 々 な 種 類 の 商 品 が 販 売 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 プ ロ ポ リ ス の 原 塊 か ら 必 要 成 分 を 抽 出 後 に 残 る 残 渣 （ 以 下 、 「 プ ロ ポ リ ス 残 渣  
」 と い う 。 ） 有 効 利 用 が 図 ら れ ず 廃 棄 さ れ て お り 、 そ の 廃 棄 が 環 境 に 負 荷 を 与 え る と し て  
問 題 と な っ て い る 。 ま た 、 使 用 者 の 多 様 な 需 要 に 対 応 で き る よ う に す る た め 商 品 の バ リ エ  
ー シ ョ ン を 増 や す こ と が 求 め ら れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ ４ － ０ ５ ２ １ ９ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ １ － ０ ８ ８ ８ ３ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － １ ９ ５ ７ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 実 用 新 案 登 録 番 号 第 ３ １ ４ ７ ０ ８ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 平 １ ０ － ２ １ ５ ８ １ ５ 号 公 報
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 は 、 こ の よ う な 問 題 点 を 考 慮 さ れ て な さ れ た も の で 、 プ ロ ポ リ ス 残 渣 の 有 効 利 用  
に よ り 環 境 負 荷 を 軽 減 で き 、 併 せ て 芳 香 の バ リ エ ー シ ョ ン を 増 や し て 需 要 に 応 じ る こ と の  
で き る 線 香 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 述 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 鋭 意 研 究 を 重 ね た 考 案 者 は 、 プ ロ ポ リ ス 残 渣 を 線 香 の 原 材  
料 の 一 部 に 加 え る こ と で 、 す な わ ち 単 な る 廃 棄 物 を 材 料 に 転 換 さ せ る こ と で 前 記 課 題 を 解  
決 す る こ と に 成 功 し た 。 具 体 的 に は 、 本 考 案 に 係 る 線 香 の 、 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 の 各  
請 求 項 に 記 載 の 手 段 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 請 求 項 １ に 係 る 線 香 は 、 植 物 の 粉 、 香 原 料 及 び 水 を 含 む 材 料 が 練 ら れ て 棒 状 に 成 形 さ れ  
着 火 に よ り 薫 煙 さ れ る 線 香 に お い て 、 香 原 料 に プ ロ ポ リ ス 残 渣 が 含 ま れ て い る こ と を 特 徴  
と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 線 香 は 、 請 求 項 １ に 係 る 線 香 の 好 ま し い 態 様 と し て 、 新 た に 加 え  
た 適 量 の セ ル ロ ー ス 粉 末 が 含 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 線 香 に よ れ ば 、 こ れ ま で 廃 棄 さ れ て い た プ ロ ポ リ ス 残 渣 を 香 原 料 と し て  
活 用 す る 、 す な わ ち 、 廃 棄 物 を 材 料 に 転 換 利 用 す る の で 環 境 負 荷 の 軽 減 に 寄 与 す る こ と が  
で き る 。 さ ら に 、 線 香 燃 焼 時 の プ ロ ポ リ ス 残 渣 か ら 放 た れ る 芳 香 （ 香 り ） が 線 香 の バ リ エ  
ー シ ョ ン を 増 加 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ２ に 係 る 線 香 と し て 、 線 香 の 好 ま し い 態 様 と し て 、 元 々 プ ロ ポ リ ス 残 渣  
に 含 ま れ て い た セ ル ロ ー ス と は 別 に 新 た に 加 え た 適 量 の セ ル ロ ー ス 粉 末 を 含 む こ と で 、 同  
じ 長 さ の 線 香 に お け る 燃 焼 時 間 の 調 整 や 燃 焼 立 ち 消 え の 可 及 的 防 止 を す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 考 案 に 係 る 線 香 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 線 香 の 使 用 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 線 香 が 燃 焼 す る 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 線 香 の Ｘ － Ｘ 断 面 図 で あ る （ （ Ｂ ） 及 び （ Ｃ ） は 、 （ Ａ ） の 変 形 断 面 図 で  
あ る 。 ） 。
【 図 ５ 】 本 考 案 に 係 る 線 香 の 他 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 考 案 に 係 る 線 香 の 他 の 実 施 例 で あ る 円 錐 棒 状 形 の 線 香 が 燃 焼 す る 様 子 を 時 系 列  
で 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 考 案 に 係 る 線 香 の 他 の 実 施 例 を 示 平 面 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 考 案 に 係 る 線 香 の 他 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 線 香 の 製 造 方 法 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 セ ル ロ ー ス 粉 末 混 合 の 有 無 の 違 い の あ る 線 香 の 比 較 実 験 の 結 果 を 示 す 図 表 で あ  
る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 考 案 に 係 る 線 香 に つ い て 、 図 １ 乃 至 図 １ ０ を 用 い て 本 考 案 を 実 施 す る た め の 形  
態 （ 以 下 、 適 宜 「 本 実 施 形 態 」 と い う 。 ） を 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ 線 香 の 形 態 ）
　 本 実 施 形 態 に 係 る 線 香 は 、 線 香 と し て 強 度 を 保 つ こ と が で き 良 い 香 り を 求 め う る 範 囲 な  
ら 形 状 は 自 由 に 選 択 で き る が 、 一 般 的 に は 図 １ に 示 す 線 香 １ よ う に 、 一 端 部 ３ と 他 端 部 ５  
と を 有 す る 棒 状 （ 丸 棒 ） に 形 成 さ れ て い る 。 一 般 的 に 線 香 と は 線 状 （ 棒 状 ） の も の を 指 す  
と こ ろ 、 後 に 述 べ る よ う に 本 明 細 書 で は 円 錐 形 や 渦 巻 き 型 の も の （ 両 者 は 「 お 香 」 と も 呼  
ば れ る ） も 棒 状 の も の と し て 捉 え て い る 。 線 香 １ は 、 一 端 部 ３ に 着 火 さ れ る と 他 端 部 ５ に  
向 け て 緩 慢 に 燃 焼 部 ａ が 進 行 し て 燃 焼 （ 薫 煙 ） す る 。 燃 焼 熱 に よ っ て 昇 華 し た 香 り 成 分 が  
粒 子 に 付 着 し て 良 い 香 り の 煙 ｂ と な っ て 拡 散 す る （ 図 ３ ） 。 な お 、 燃 焼 部 を 示 す ａ と 煙 を  
示 す ｂ は 、 図 ３ 以 外 の 図 面 に も 使 用 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 香 り の 好 き 嫌 い は 個 人 差 が あ り 、 そ れ を 良 い 香 り と 感 じ る か ど う か は 、 そ の 時 の  
身 体 的 ・ 心 理 的 な 状 態 や 、 そ の 香 り に 対 す る 主 観 的 な 評 価 な ど に よ り 変 わ り う る も の で は  
あ る 。 こ の こ と が 前 提 で は あ る が 、 こ の 良 い 香 り に つ い て 考 案 者 ら は 、 何 気 な い ひ と 時 を  
少 し だ け 豊 か に し 慌 た だ し い 日 常 に 心 の ゆ と り を も た ら し て く れ る 、 す な わ ち 、 生 活 の 質  
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を 高 め る 香 り の こ と で あ る と 考 え て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 線 香 １ は 、 た と え ば 、 灰 受 け 皿 １ ０ １ の 差 込 穴 （ 図 示 を 省 略 ） に 一 端  
部 ５ （ 図 ２ で は 隠 れ て 見 え な い ） を 差 し 込 ん で 片 持 ち 支 持 さ せ る と よ い 。 見 た 目 に も 綺 麗  
で あ り 、 防 火 の 観 点 や 燃 焼 後 の 灰 の 処 理 の 観 点 の 上 で 好 ま し い か ら で あ る 。 線 香 １ の 横 断  
面 （ 図 １ の Ｘ - Ｘ 断 面 ） の 形 は 丸 （ 図 ４ （ Ａ ） ） の 他 に 、 製 造 方 法 を 工 夫 す れ ば 、 た と え  
ば 、 四 角 形 や 六 角 形 （ 図 ４ （ Ｂ ） 、 （ Ｃ ） ） 等 の 形 状 も 採 用 す る こ と が で き る 。 特 に 六 角  
形 は ハ チ の 巣 の 形 と 同 じ で あ る た め 、 プ ロ ポ リ ス と の 関 連 を 顧 客 に 連 想 さ せ 興 味 を 引 く 商  
品 に な る こ と が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 線 香 の 別 の 形 と し て 、 一 端 部 ３ か ら 他 端 部 ５ に 向 け て 同 一 の 断 面 が 連 続 し な い 棒 状 の も  
の 、 た と え ば 、 図 ５ に 符 号 １ １ で 示 す 一 端 部 １ ３ か ら 他 端 部 １ ５ に 沿 っ て 細 い 部 分 と 太 い  
部 分 が 交 互 に な っ て い る 線 香 や 、 図 ６ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 符 号 ２ １ で 示 す 円 錐 形 の コ ー ン 形  
状 の 線 香 な ど が あ る 。 前 者 の 線 香 １ １ に よ れ ば 、 香 り と と も に 意 匠 的 な 美 観 を 楽 し む こ と  
が で き る 。 ま た 後 者 の 線 香 ２ １ は 、 一 端 部 ２ ３ と な る 頂 点 か ら 他 端 部 ２ ５ と な る 底 辺 に 向  
か っ て 横 断 面 （ 燃 焼 部 位 ） の 面 積 が 大 き く な っ て い る た め 、 時 間 の 経 過 と と も に 煙 量 が 増  
え る （ 香 り が 強 く な る ） 。 し た が っ て 、 線 香 ２ １ は 、 た と え ば ト イ レ な ど 比 較 的 狭 い 空 間  
に お い て 短 時 間 の う ち に 香 り が 欲 し い と き な ど に 適 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 他 に も 長 時 間 の 使 用 に 適 し 場 所 も 取 ら ず 安 定 し て 設 置 で き る 渦 巻 き 状 の 線 香 ３ １ （ 図 ７  
） や 、 線 香 の 燃 焼 後 の 灰 の 表 面 に 文 字 L （ 図 ８ の 「 あ り が と う 」 ） が 現 れ る 線 香 ４ １ （ 図  
８ ） と い っ た 様 々 な ス タ イ ル の 線 香 が 考 え ら れ る 。 文 字 L は 、 た と え ば 燃 焼 さ せ る と 酸 化  
し て 黒 変 す る 金 属 の 粉 末 を 色 材 と し た 燃 え 残 る イ ン ク を 用 い て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ 線 香 の 材 料 ）
　 話 題 を 線 香 １ に 戻 す 。 線 香 １ は 、 ク ス ノ キ 科 の 常 緑 高 木 で あ る 椨 （ タ ブ ） の 樹 皮 の 微 粉  
末 （ 以 下 、 「 タ ブ 粉 Ａ 」 と い う 。 ） と プ ロ ポ リ ス 残 渣 Ｂ を 含 め た 材 料 で 構 成 さ れ て い る 。  
そ の 上 で 、 セ ル ロ ー ス 粉 末 Ｃ を も 含 ま せ る こ と が 好 ま し い し （ 理 由 は 後 述 す る 。 ） 、 上 記  
以 外 の 成 分 を 含 ま せ る こ と を 妨 げ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 プ ロ ポ リ ス 残 渣 Ｂ は 、 ミ ツ バ チ が 植 物 の 新 芽 や 樹 脂 な ど を 原 料 に 作 り 出 し た プ ロ ポ リ ス  
プ ロ ポ リ ス 原 塊 か ら プ ロ ポ リ ス を 抽 出 す る 際 の 残 り か す 、 す な わ ち 残 渣 の 粉 末 で あ る 。 抽  
出 方 法 は ア ル コ ー ル や 水 を 用 い て 抽 出 す る 方 法 が 一 般 的 だ が 、 本 考 案 者 が 考 案 し た 超 臨 界  
抽 出 法 な ど も 好 適 で あ る 。 な お 、 上 述 の よ う に し て 作 り 出 さ れ る た め プ ロ ポ リ ス に は 、 原  
料 と な る 植 物 に 由 来 す る セ ル ロ ー ス が 元 々 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 タ ブ 粉 Ａ と プ ロ ポ リ ス 残 渣 Ｂ の 好 ま し い 含 有 比 率 は 、 燻 煙 量 の 多 寡 な ど に 応 じ て 適 宜 決  
定 さ れ る が 、 発 明 者 ら が 行 っ た 実 験 に よ れ ば 、 重 量 の 比 率 で タ ブ 粉 A の １ に 対 し プ ロ ポ リ  
ス 残 渣 B の ９ ほ ど が 後 者 の 最 大 混 入 量 で あ っ た 。 こ の 比 率 以 上 に プ ロ ポ リ ス 残 渣 Ｂ を 混 入  
す る と 粘 り 不 足 に よ り 棒 状 に 形 成 す る こ と が 困 難 に な っ た り 、 後 述 す る 立 ち 消 え の 問 題 が  
生 じ た り す る な ど の 不 都 合 が 生 じ た か ら で あ る 。 た だ し 、 こ の 混 合 比 率 は 、 適 宜 調 整 可 能  
で あ り 、 調 整 が 必 要 で あ る 場 合 が 多 い 。 す な わ ち 、 タ ブ 粉 A と プ ロ ポ リ ス 残 渣 B そ れ ぞ れ  
の 粉 末 の 固 有 の 性 質 や 粉 末 の 大 き さ 、 温 度 や 湿 度 な ど の 製 造 時 の 周 囲 環 境 な ど の 違 い 、 さ  
ら に は 、 加 え る 水 量 の 多 寡 や 練 り 時 間 と の 兼 ね 合 い に よ り 、 製 造 上 の 最 適 状 態 が 異 な る か  
ら で あ る 。 上 記 の 混 合 比 率 は 、 セ ル ロ ー ス 粉 末 Ｃ を 混 入 す る の で あ れ ば 、 さ ら に 微 妙 な 調  
整 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 述 の よ う に プ ロ ポ リ ス 残 渣 Ｂ に は 、 元 々 直 物 由 来 の セ ル ロ ー ス が 含 ま れ る が 、 よ り 好  
ま し い 形 態 の 本 実 施 形 態 と し て 、 適 量 の セ ル ロ ー ス 粉 末 Ｃ を さ ら に 混 入 さ せ て あ る 。 セ ル  
ロ ー ス 粉 末 Ｃ は 、 市 販 の セ ル ロ ー ス 粉 末 を 購 入 使 用 す る こ と が で き 、 線 香 の 形 成 や 燃 焼 持  
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続 時 間 な ど が 所 望 の 状 態 と な る よ う に タ ブ 粉 Ａ と プ ロ ポ リ ス 残 渣 B と の 混 合 割 合 を 決 定 す  
る こ と が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ 線 香 の 製 造 方 法 ）
　 図 ９ を 参 照 し な が ら 、 線 香 １ の 製 造 方 法 を 説 明 す る 。 ま ず 、 タ ブ 粉 Ａ 、 プ ロ ポ リ ス 残 渣  
Ｂ 及 び セ ル ロ ー ス 粉 末 Ｃ を 含 む 原 料 を 用 意 し 、 そ れ ら か ら 各 々 適 量 ず つ 調 合 す る （ S １ ）  
。 図 ９ で は 省 略 し て い る が 、 調 合 の 前 に プ ロ ポ リ ス 残 渣 Ｂ の 粉 砕 等 の 前 処 理 を 必 要 に 応 じ  
行 っ て お く 。 Ｓ １ で 調 合 し た 原 料 を 粉 練 機 に 入 れ に 水 Ｗ を 注 入 し な が ら （ S ３ ） 練 り あ げ  
て 練 り 玉 な ど と 呼 ば れ る 、 た と え ば 直 径 約 ３ ０ セ ン チ メ ー ト ル 、 長 さ 約 ４ ０ メ ー ト ル ほ ど  
の 円 筒 の 塊 を 作 る （ S ５ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｓ ５ で 練 上 げ た 練 り 玉 を 線 香 成 形 機 に 入 れ 、 食 べ 物 の と こ ろ て ん を 作 る よ う に ジ ョ ウ ロ  
状 の 小 穴 群 か ら 線 状 に 押 し 出 す （ Ｓ ７ ） 。 Ｓ ７ に お い て 線 状 に 押 し 出 し た も の は 棒 状 の 線  
香 に な り 、 線 香 の 太 さ は 小 穴 の 径 寸 法 に よ っ て 決 定 す る 。 押 し 出 し た 線 香 群 を 、 押 し 板 と  
呼 ば れ る 板 （ 図 示 を 省 略 ） の 上 に 並 べ 所 定 の 長 さ （ た と え ば 、 １ ４ セ ン チ メ ー ト ル ） に 裁  
断 す る （ Ｓ ９ ） 。 線 香 群 を 並 べ た 押 し 板 を 積 み 重 ね て 所 定 環 境 に て 乾 燥 す る （ Ｓ １ １ ） 。  
Ｓ １ １ の 乾 燥 を 終 了 し た 線 香 群 の 検 査 を 行 い 、 数 量 も し く は 重 量 で 束 ね や 箱 詰 め 等 の 仕 上  
げ を す る （ Ｓ １ ３ ） 。 以 上 に て 線 香 １ の 製 造 を 完 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に よ る と 、 プ ロ ポ リ ス 残 渣 Ｂ や セ ル ロ ー ス 粉 末 Ｃ の よ う な 、 こ れ ま で に な い  
材 料 を 用 い て い る が 、 こ の こ と は 材 料 が 従 来 と 異 な る だ け で 、 通 常 の 線 香 の 製 造 工 程 や 製  
造 設 備 が ほ と ん ど 異 な る こ と が な い 。 し た が っ て 、 従 来 の 線 香 の 製 造 設 備 香 を そ の ま ま 流  
用 で き る た め 、 加 重 コ ス ト の 負 担 が な い 。 ま た 、 そ も そ も 廃 棄 し て い た プ ロ ポ リ ス 残 渣 に  
僅 か な 加 工 を す る だ け で 利 用 で き る た め 、 製 造 コ ス ト を 高 く す る こ と に も な ら な い 。 先 の  
製 造 設 備 の 流 用 と 相 ま っ て 、 線 香 １ は コ ス ト 的 に も 好 ま し い 線 香 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 上 記 し た 製 造 方 法 は 、 あ る 程 度 ま と ま っ た 数 量 の 線 香 を 製 造 す る た め の 一 般 的 な  
方 法 で あ っ て 、 上 記 以 外 の 手 順 や 方 法 を 用 い る こ と を 妨 げ る 趣 旨 で は な い 。 特 殊 な 形 状 の  
線 香 を 製 造 す る の で あ れ ば 、 た と え ば Ｓ ７ に お け る 線 香 成 形 機 の 小 穴 の 形 状 や 径 寸 法 を 変  
更 す る こ と が で き 、 単 品 製 造 的 に 手 作 り で 形 状 を 整 え た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 比 較 実 験 ）
　 図 １ ０ の 図 表 に 基 づ き 、 セ ル ロ ー ス 粉 末 Ｃ 混 合 の 有 無 に よ る 比 較 実 験 の 結 果 を 説 明 す る  
。 以 下 で は 、 セ ル ロ ー ス 粉 末 Ｃ の 記 載 を 省 略 し 、 「 混 合 な し 」 と 「 混 合 あ り 」 で 表 現 す る  
。 ま ず は 、 色 の 違 い で あ る が 、 混 合 な し で 茶 色 だ っ た も の が 、 混 合 あ り に よ っ て 白 っ ぽ い  
茶 色 に な っ た 。 ま た 、 表 面 の 手 触 り に つ い て 、 混 合 な し で あ れ ば 一 般 の 線 香 と 変 わ ら な い  
。 す な わ ち 、 普 通 の 手 触 り 感 で あ っ た 。 一 方 、 混 合 あ り の 場 合 は 、 一 般 線 香 も し く は 混 合  
な し 線 香 と 比 較 し て 少 し ガ サ ガ サ 感 が 生 じ た 。 上 記 の 色 の 違 い は 、 茶 色 の 中 に 茶 色 以 外 の  
色 を 混 合 し た こ と に よ る 当 然 の 結 果 と 言 え よ う 。 色 と と も に 手 触 り に つ い て も 、 混 合 な し  
線 香 は 原 料 が 密 に な っ て い る と こ ろ 、 混 合 あ り 線 香 に し た 分 だ け （ セ ル ロ ー ス 粉 末 が 介 在  
し た 分 だ け ） 疎 に な っ た 結 果 と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 燃 焼 に よ り 灰 に な っ た 部 分 は 自 重 に 耐 え ら れ な く な る と 落 下 す る が 、 灰 に な っ た 部 分 が  
落 下 せ ず に 自 立 し た ま ま の 状 態 の と き の 長 さ は 、 混 合 な し で 約 ２ ． ５ セ ン チ メ ー ト ル 、 混  
合 あ り が そ れ よ り ５ ミ リ メ ー ト ル 短 い ２ ． ０ セ ン チ メ ー ト ル で あ っ た 。 混 合 あ り に よ っ て  
材 料 が 疎 に な っ た か ら か も し れ な い 。 ７ ． ０ セ ン チ メ ー ト ル の 線 香 の 燃 焼 時 間 は 、 混 合 な  
し が 約 ２ ９ 分 で 混 合 あ り が 約 ２ １ 分 で あ っ た 。 混 合 あ り の 方 が 混 合 な し よ り 約 ８ 分 、 比 率  
に し て ３ 割 近 く 短 く な っ た （ 速 く 燃 焼 す る ） 理 由 は 、 や は り 上 述 の 材 料 の 疎 に 関 係 す る と  
思 わ れ る 。 香 り に つ い て 混 合 あ り と 混 合 な し の 間 に 、 顕 著 に 感 じ る よ う な 変 化 は な く 、 何  
れ も 甘 く 心 地 よ い 香 り が し た 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 番 重 要 と 思 わ れ る 違 い は 、 立 ち 消 え （ 途 中 で 燃 焼 が 止 ま る こ と ） の 有 無 で あ る 。 す な  
わ ち 、 混 合 な し の 線 香 は 立 ち 消 え る こ と が あ っ た が 、 混 合 あ り の 線 香 は 立 ち 消 え る も の が  
な か っ た 。 上 述 の 速 く 燃 焼 す る こ と と も 関 連 し 、 原 料 の 疎 が 燃 焼 を 促 進 す る こ と が 理 由 で  
あ る と 思 わ れ る 。 こ の こ と は 、 適 量 の セ ル ロ ー ス 粉 末 を 混 合 す る こ と に よ る 最 大 の 利 点 で  
あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 本 実 施 形 態 特 有 の 効 果 ）
　 本 実 施 形 態 に 係 る 線 香 １ に よ れ ば 、 上 述 の よ う に 甘 く 心 地 よ い 香 り を 楽 し む こ と が で き  
る 。 リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン ， ヒ ー リ ン グ 等 の 効 果 が 十 分 に 期 待 で き る 線 香 で あ る 。 セ ル ロ ー ス  
粉 末 Ｃ を 混 合 す る こ と で 、 立 ち 消 え の 発 生 が 有 効 に 抑 え る こ と が で き る 。 燃 焼 時 間 の 調 整  
に も 活 用 の 余 地 が あ り 、 用 途 に 応 じ た 使 い 方 が で き る 。 以 上 の こ と か ら 、 プ ロ ポ リ ス 残 渣  
と い う 従 来 の 廃 棄 物 を 転 換 し て 線 香 の 材 料 に 用 い る こ と で 環 境 負 荷 を 軽 減 す る こ と が で き  
、 そ の 結 果 で き た 線 香 １ の 香 り の 心 地 よ さ に よ り 使 用 者 の 嗜 好 を 満 足 さ せ う る 線 香 の バ リ  
エ ー シ ョ ン を 増 や す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 、 本 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 本 考 案 は 必 ず し も 上 記 の 本 実 施 形 態 で 示 す も の に 限 定  
さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 当 業 者 で あ れ ば 、 本 考 案 の 主 旨 又 は 添 付 し た 実 用 新 案 登 録 請  
求 の 範 囲 を 逸 脱 す る こ と な く 、 様 々 な 代 替 実 施 例 及 び 改 変 例 を 見 出 す こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
１ 、 １ １ 、 ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ： 線 香 、 3 ： 一 端 部 、 5 ： 他 端 部 、 １ ０ １ ： 灰 受 け 皿 、 ａ ：  
燃 焼 部 、 ｂ ： 煙 、 Ａ ： タ ブ 粉 、 Ｂ ： プ ロ ポ リ ス 粉 末 、 Ｃ ： セ ル ロ ー ス 、 Ｌ ： 文 字
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】



10

20

30

40

50

JP 3248528 U 2024.9.19(7)

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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